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紀
初
頭
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本
格
的
な
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始
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。
だ
が
道
は
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難
を
極
め
る
。
律
令
に
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す
る
無
理
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と
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発
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僚
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不
正
、
貨

幣
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流
通
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経
済
の
混
乱
）、
氏
族
や
民
の
反
抗
、
律
令
天
皇
の
役
割
、
皇
位
継
承
問
題
、
…
…
。

律
令
政
治
の
始
動
期
、
王
権
を
い
か
に
確
立
さ
せ
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存
続
さ
せ
る
か
、
大
和
朝
廷
に
と
っ
て
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
っ
た
。
国
家
施
設

（
都
城
・
官
道
・
大
宰
府
・
屯
倉
・
国
分
寺
…
…
）
の
整
備
等
、
と
い
う
ハ
ー
ド
面
の
対
策
の
み
な
ら
ず
、
ソ
フ
ト
面
の
対
策
も
求
め
ら
れ
た
。

現
実
に
即
し
た
律
令
の
改
正
や
、
氏
族
や
人
心
を
掌
握
す
る
こ
と
も
必
須
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
大
和
朝
廷
は
、
天
皇
家
の
支
配
が
正

当
性
を
も
つ
に
い
た
る
歴
史
を
人
民
に
周
知
す
る
。
そ
れ
が
古
事
記
・
日
本
書
紀
で
あ
る
。
記
紀
に
は
王
権
が
威
厳
を
保
つ
た
め
の
知
恵

が
ふ
ん
だ
ん
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

対
し
て
人
民
は
、
朝
廷
の
支
配
を
受
け
な
が
ら
も
、
力
強
く
多
様
な
生
き
様
を
み
せ
る
。
切
実
な
願
い
や
恨
み
を
も
つ
民
、
果
敢
に
旅

す
る
民
、
祟
る
神
や
死
者
を
鎮
魂
す
る
民
、
抑
圧
さ
れ
つ
つ
も
知
恵
を
絞
る
民
、
天
皇
と
関
わ
り
つ
つ
存
在
を
主
張
す
る
人
々
等
、
逞
し

く
生
き
る
民
が
い
た
。
そ
の
よ
う
な
姿
は
、
万
葉
集
に
記
さ
れ
て
い
る
。

王
権
と
民
、
対
照
的
な
存
在
で
あ
る
が
、
文
学
は
こ
の
二
つ
の
世
界
を
行
き
来
し
な
が
ら
展
開
し
て
い
く
。
民
の
文
学
を
吸
収
し
て
王

権
が
文
学
を
作
り
、
そ
の
文
学
が
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に
影
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与
え
る
。
八
世
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』）。
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え
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れ
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。
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。
そ
の
こ
と
に

よ
っ
て
、
律
令
始
動
期
と
い
う
特
殊
な
状
況
下
で
成
立
し
た
八
世
紀
の
文
学
の
在
り
方
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
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第
三
章
　
国
譲
り

　
第
一
節
　
国
譲
り
の
意
義

　

国
譲
り
神
話
は
、
新
た
に
始
動
し
た
律
令
社
会
の
思
想
的
根
拠
で
あ
る
た
め
、
信
憑
性
を
も
た
せ
る
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
の
た

め
に
文
学
的
な
知
恵
を
駆
使
し
た
、
記
紀
最
大
の
国
家
神
話
で
あ
っ
た
こ
と
を
論
じ
る
。

　
第
二
節
　
信
仰
的
背
景

　

古
事
記
の
国
譲
り
神
話
の
背
後
に
、
出
雲
国
造
家
に
伝
わ
る
火
の
呪
力
の
掌
握
、
さ
ら
に
天
武
天
皇
を
火
徳
の
天
皇
と
す
る
政

治
的
意
向
が
存
す
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

第
四
章
　
初
国
知
ら
す

　
第
一
節
　
武
力
制
圧
─
神
武
天
皇

　

神
武
天
皇
東
征
説
話
で
神
々
を
殺
す
こ
と
を
記
述
す
る
の
は
、
国
譲
り
神
話
（
朝
廷
神
話
）
を
継
承
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の

点
で
、
当
該
説
話
は
、
大
和
朝
廷
独
自
の
神
観
念
に
基
づ
い
て
創
作
さ
れ
た
朝
廷
神
話
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
る
。

　
第
二
節
　
信
仰
掌
握
─
崇
神
天
皇
・
三
輪
山
説
話

　

三
輪
山
説
話
が
生
成
す
る
基
盤
に
、
シ
ャ
ー
マ
ン
が
入
巫
儀
礼
時
に
行
う
儀
礼
（
神
探
し
）
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
さ
ら
に

古
事
記
が
そ
の
よ
う
伝
承
を
採
録
し
た
意
図
（「
国
家
安
平
」）
に
つ
い
て
論
じ
る
。

第
五
章
　
王
権
と
臣
下

　
第
一
節
　
レ
ガ
リ
ア
を
支
え
る
者
─
ニ
ギ
ハ
ヤ
ヒ
と
神
武
東
征

　

ニ
ギ
ハ
ヤ
ヒ
は
ニ
ニ
ギ
よ
り
先
に
天
降
り
、
神
授
の
「
表し

る
し
も
の物

」
を
保
管
し
て
い
る
。
そ
の
背
後
に
、
ニ
ギ
ハ
ヤ
ヒ
が
「
六く

合に

第
一
部
　
王
権
の
論
理
─
記
紀
の
舞
台
裏

第
一
章
　
始
原

　
第
一
節
　
天
地
─
ア
メ
ノ
ミ
ナ
カ
ヌ
シ

　

古
事
記
で
ア
メ
ノ
ミ
ナ
カ
ヌ
シ
を
冒
頭
に
据
え
る
の
は
、
始
原
神
の
世
界
が
人
間
的
神
の
秩
序
世
界
へ
と
発
展
す
る
、
と
い
う

史
観
に
基
づ
く
。
そ
し
て
神
の
発
展
と
と
も
に
始
原
神
は
身
を
隠
す
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。

　
第
二
節
　
国
土
─
国
生
み
神
話

　

古
事
記
の
国
生
み
神
話
に
は
、
律
令
制
に
依
拠
し
た
空
間
意
識
が
働
い
て
お
り
、
天
皇
の
徳
が
波
及
す
る
様
を
述
べ
て
い
る
。

こ
の
点
が
、
日
本
書
紀
や
風
土
記
と
は
異
な
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

第
二
章
　
国
土
平
定

　
第
一
節
　
平
定
神
─
タ
ケ
ミ
カ
ヅ
チ

　

葦
原
中
国
平
定
の
平
定
神
が
二
神
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
従
来
は
中
臣
氏
（
タ
ケ
ミ
カ
ヅ
チ
）
の
介
入
に
よ
っ
て
二
神
に
な
っ　

た
と
さ
れ
て
き
た
が
、
本
論
で
は
、
二
神
で
行
う
こ
と
に
平
定
の
本
来
的
な
意
義
が
あ
っ
た
こ
と
を
論
じ
る
。

　
第
二
節
　
移
譲
神
─
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ

　

オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
は
、
全
国
の
国
つ
神
信
仰
を
習
合
し
て
一
体
化
で
き
る
容
器
（
霊
媒
体
）
と
し
て
、
大
和
朝
廷
に
よ
っ
て
作
り

出
さ
れ
た
神
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
る
。
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不
気
味
な
事
件
や
意
味
不
明
な
歌
謡
を
採
録
す
る
斉
明
紀
の
背
後
に
、
慕
わ
れ
る
良
き
母
像
を
描
こ
う
と
す
る
息
子
・
天
武
の

意
向
を
読
み
取
る
。

　
第
三
節
　
時
空
の
掌
握
─
天
智
天
皇

　

合
理
的
な
発
想
を
も
つ
天
智
天
皇
は
時
空
を
支
配
す
る
有
能
な
天
皇
で
あ
っ
た
が
、
日
本
書
紀
で
は
最
終
的
に
は
人
間
味
あ
ふ

れ
る
天
皇
と
し
て
描
こ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

第
八
章
　
支
配
さ
れ
る
者
の
知
恵

　
第
一
節
　
祭
祀
氏
族
─
出
雲
国
造

　

記
紀
神
話
で
反
逆
者
と
さ
れ
る
ア
メ
ノ
ホ
ヒ
。
こ
の
神
を
功
績
者
に
作
り
替
え
た
神
賀
詞
の
背
後
に
、
出
雲
国
造
の
祭
祀
観
と

知
恵
と
が
働
い
て
い
る
こ
と
を
論
じ
る
。

　
第
二
節
　
国
造

　

古
代
国
造
伝
承
に
は
二
面
性
（
服
従
と
反
逆
）
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
こ
に
は
国
造
の
立
場
や
プ
ラ
イ
ド
が
大
き
く

影
響
し
て
い
る
こ
と
を
論
じ
る
。

第
九
章
　
王
権
の
影
で
─
怨
霊

　
第
一
節
　
鎮
魂
─
蘇
我
氏

　

蘇
我
氏
を
悪
玉
と
す
る
歴
史
観
は
、
日
本
書
紀
で
は
歌
謡
に
よ
っ
て
語
ら
れ
る
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
蘇
我
氏
が
祟
ら
な
い
よ

う
に
日
本
書
紀
は
工
夫
し
な
が
ら
記
述
し
て
い
る
こ
と
を
論
じ
る
。

　
第
二
節
　
御
霊
信
仰

の
中も

な
か心

」
を
証
明
す
る
存
在
で
あ
る
こ
と
、
及
び
物
部
氏
が
神
宝
管
理
能
力
を
有
す
る
こ
と
、
と
い
う
主
張
が
隠
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
論
じ
る
。

　
第
二
節
　
忠
臣
─
ウ
マ
シ
マ
ヂ

　

記
紀
と
は
異
な
り
、
ウ
マ
シ
マ
ヂ
を
活
躍
さ
せ
る
先
代
旧
事
本
紀
に
は
、
天
皇
家
を
脅
か
し
な
が
ら
も
、
そ
の
罪
を
追
及
さ
れ

ま
い
と
す
る
物
部
氏
の
知
恵
が
働
い
て
い
る
こ
と
を
論
じ
る
。

第
六
章
　
人
の
世
の
統
治

　
第
一
節
　
為
政
観
─
タ
ケ
と
王

　

タ
ケ
と
タ
ラ
シ
王
と
が
セ
ッ
ト
と
な
る
タ
ラ
シ
ヒ
コ
三
代
（
景
行
・
成
務
・
仲
哀
）
系
譜
の
根
底
に
、
タ
ケ
と
王
と
が
一
体
化

し
て
、
段
階
的
に
領
土
を
拡
大
し
て
国
を
治
め
る
と
い
う
為
政
観
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。

　
第
二
節
　
知
恵
と
情
─
イ
ハ
ノ
ヒ
メ

　

仁
徳
天
皇
は
人
の
知
恵
に
よ
る
統
治
を
可
能
に
し
た
天
皇
で
あ
り
、
イ
ハ
ノ
ヒ
メ
物
語
は
人
の
世
の
常
で
あ
る
「
情
」
を
浮
き　

彫
り
に
さ
せ
る
た
め
に
描
か
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

第
七
章
　
律
令
の
始
動

　
第
一
節
　
王
朝
交
替
─
継
体
朝
・
勾
大
兄
皇
子
歌
謡

　

勾
大
兄
皇
子
歌
謡
（
九
七
番
歌
謡
）
を
古
事
記
・
神
語
等
の
類
似
歌
謡
と
比
較
す
る
と
、
不
十
分
な
共
寝
を
詠
み
込
む
点
に
特

徴
が
あ
る
。
日
本
書
紀
が
そ
の
よ
う
な
歌
謡
を
創
作
し
た
の
は
、
前
王
朝
と
の
関
係
性
を
述
べ
る
た
め
で
あ
っ
た
こ
と
を
論
じ
る
。

　
第
二
節
　
傀
儡
さ
れ
る
母
─
斉
明
天
皇
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第
三
節
　
離
別
─
防
人

　

駿
河
国
防
人
歌
は
共
同
体
と
の
一
体
感
を
志
向
し
、
上
総
国
防
人
歌
は
孤
独
な
〈
わ
れ
〉
を
実
感
す
る
と
い
う
点
に
特
徴
が
見

ら
れ
る
。
こ
の
違
い
は
、
歌
い
手
の
立
場
の
違
い
に
よ
っ
て
生
じ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

第
三
章
　
民
と
鎮
魂

　
第
一
節
　
土
地
神
鎮
魂
─
黒
人
の
近
江
荒
都
歌

　

高
市
黒
人
の
近
江
荒
都
歌
（
万
葉
集
・
巻
一
・
三
三
番
歌
）
の
背
後
に
、
都
城
に
お
い
て
行
わ
れ
る
べ
き
土
地
神
祭
祀
と
そ
の
荒

廃
と
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
黒
人
歌
は
、
そ
の
こ
と
を
土
地
神
の
立
場
か
ら
詠
み
込
む
点
に
特
徴
が
あ
る
。

　
第
二
節
　
死
者
鎮
魂
─
人
麻
呂
の
吉
備
津
采
女
挽
歌

　

吉
備
津
采
女
挽
歌
（
万
葉
集
・
巻
二
・
二
一
七
～
二
一
九
番
歌
）
の
背
後
に
、
第
三
者
に
よ
る
死
者
鎮
魂
儀
礼
が
存
す
る
こ
と
を

指
摘
し
、
そ
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
人
麻
呂
挽
歌
、
及
び
女
性
（
死
者
）
の
挽
歌
の
特
徴
を
論
じ
る
。

第
四
章
　
民
と
京

　
第
一
節
　
藤
原
京
と
開
拓
民
─
三
山
伝
説

　

藤
原
京
造
営
以
前
に
、
こ
の
地
を
開
拓
し
た
民
が
、
神
々
の
霊
力
を
結
集
さ
せ
る
三
山
祭
祀
を
行
っ
て
い
た
。
そ
の
祭
祀
に
、

既
存
の
妻
争
い
の
話
型
を
当
て
は
め
て
文
学
化
し
た
の
が
、
大
和
三
山
伝
承
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

　
第
二
節
　
平
城
京
と
民
─
風
刺
の
文
学

　

世
相
を
揶
揄
す
る
平
城
京
民
は
、
社
会
批
判
歌
を
詠
む
。
中
世
以
降
活
発
化
す
る
落
首
と
類
似
す
る
社
会
批
判
の
万
葉
歌
は
、

民
が
創
り
出
し
た
新
た
な
文
学
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
る
。

　

御
霊
信
仰
の
研
究
史
を
整
理
し
て
問
題
点
を
抽
出
し
た
上
で
、
今
後
御
霊
信
仰
研
究
に
求
め
ら
れ
る
の
は
、
個
々
の
事
例
の
綿

密
な
分
析
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

第
二
部
　
歌
と
民
─
万
葉
人
の
生
き
様

第
一
章
　
民
の
心

　
第
一
節
　
願
い
─
若
返
り

　

万
葉
で
「
を
つ
」
が
発
せ
ら
れ
る
背
後
に
は
、
身
の
危
機
を
感
じ
る
ほ
ど
の
喪
失
感
や
不
安
が
あ
る
。
嘆
き
と
、
そ
の
状
況
を

脱
し
た
い
と
い
う
一
縷
の
望
み
と
の
葛
藤
の
中
で
発
せ
ら
れ
る
点
に
、
歌
こ
と
ば
と
し
て
の
「
を
つ
」
の
意
義
を
見
い
だ
す
。

　
第
二
節
　
怒
り
と
恨
み
─
恥
の
表
出

　

万
葉
歌
人
た
ち
は
〈
恨
み
〉
は
詠
む
が
、〈
怒
り
〉
は
詠
ま
な
い
。〈
恨
み
〉
と
〈
怒
り
〉
と
は
表
裏
一
体
の
感
情
で
、
外
向
的

な
〈
怒
り
〉
で
は
な
く
、
内
向
的
な
〈
恨
み
〉
を
志
向
す
る
点
に
我
を
凝
視
す
る
韻
文
世
界
の
特
徴
を
見
い
だ
す
。

第
二
章
　
旅
す
る
民

　
第
一
節
　
陸
路
─
手
向
け

　

従
来
、
通
過
地
点
の
神
を
慰
め
る
行
為
と
さ
れ
て
き
た
手
向
け
儀
礼
を
、
神
を
欺
く
一
回
的
な
行
為
と
す
べ
き
こ
と
を
論
じ
る
。

　
第
二
節
　
水
路
─
筏
師

　

万
葉
集
・
巻
一
三
・
三
二
三
二
番
歌
に
は
、
神
の
許
可
を
得
て
健
全
に
労
働
す
る
筏
師
・
木
樵
（
丹
生
神
人
集
団
）
の
様
子
が

詠
み
込
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
叙
述
は
土
地
神
讃
美
に
機
能
し
て
い
る
こ
と
を
論
じ
る
。
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第
一
部
　
王
権
の
論
理

─
記
紀
の
舞
台
裏

第
五
章
　
天
皇
を
め
ぐ
る
人
々

　
第
一
節
　
呪
力
の
付
与
─
鏡
と
額
田
王

　

額
田
王
が
天
皇
に
寵
愛
さ
れ
て
宮
廷
歌
壇
に
デ
ビ
ュ
ー
す
る
契
機
と
し
て
、
天
武
天
皇
が
必
要
と
し
た
鏡
の
力
を
彼
女
が
有
し

て
い
た
こ
と
を
論
じ
る
。

　
第
二
節
　
資
格
の
認
定
─
神
意
と
中
皇
命

　

狩
猟
に
よ
っ
て
為
政
者
の
資
格
の
有
無
を
占
う
儀
式
が
存
す
る
。
そ
の
よ
う
な
儀
式
に
お
け
る
託
宣
内
容
を
解
説
す
る
役
割
を
、

儀
礼
の
外
部
に
い
る
中
皇
命
が
担
っ
て
い
た
こ
と
を
論
じ
る
。

な
お
引
用
し
た
本
文
・
訓
読
文
は
岩
波
書
店
『
日
本
古
典
文
学
大
系
』（
風
土
記
、
古
事
記
・
祝
詞
、
日
本
書
紀
、
日
本
霊
異
記
）、
小
学

館
『
日
本
古
典
文
学
全
集
』（
旧
編
・
萬
葉
集
）
を
使
用
し
た
。
た
だ
し
旧
字
体
漢
字
は
新
字
体
漢
字
に
改
め
、
ま
た
論
述
上
必
要
な
箇
所

に
つ
い
て
は
、
私
に
改
め
た
。


